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AOKI SHINKIN BANK

■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「2020年（令和2年）の経営見通し」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2019年 12月 2日（月）～ 12月 5日（木）
2019年 7月～9月期と比較した2019年 10月～12月期の実績見込み
2019年 10月～12月期と比較した2020年 1月～3月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

2020年の景気見通しに対する埼玉県企業の意識調査
～2020年の景気、「悪化」と見込む企業は37.3％～

はじめに

調査結果

　2019年12月9日に発表された7-9月期の実質GDP成長率2次速報は、前期（4～6月期）比0.4％増（年率換算で1.8
％増）となり、4四半期連続でプラスの成長となった。省力化投資などの設備投資や公共工事、五輪関連の建設需要など
に加え、消費税率引き上げ前の駆け込み需要も好影響を与えた。一方、相次ぐ自然災害や世界経済の動向、人手不足の
深刻化などの懸念材料もあり、業種や地域で景況感に格差が生じている。帝国データバンク大宮支店は、2019年の景気
動向および2020年の景気見通しに対する埼玉県企業の見解について調査を実施した。
※調査期間は2019年11月18日～30日、調査対象は県内企業976社で、有効回答企業数は389社（回答率39.9％）。

株式会社帝国データバンク　
大宮支店 情報部　記者　長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）
《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）帝国データバンク入社、
調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮支店情報部配属、現在に至る。

　2019年の景気動向、「回復局面」であったと考え
る企業は4.4％となり、2年連続で1ケタ台となった。
他方、「踊り場局面」とした企業は47.0％と半数近く
にのぼったほか、「悪化局面」とした企業は30.6％と
前回調査（2018年11月調査）から15.5ポイント増
加し、7年ぶりに3割超えとなった。

　2020年の景気見通し、「回復局面」を見込む企業
は5.4％で、2年連続で1ケタ台となった。「踊り場局
面」になると見込む企業は32 . 9％と、前回調査
（43.2％）より減少したものの、「悪化局面」を見込む
企業は37.3％で2年連続で増加しており、過去3番
目に高い水準となった。景気の先行きについて、1年
前より厳しい見方を強めている様子がうかがえた。

　2020年景気への懸念材料は、「人手不足」が
45.8％で最も高かった（3つまでの複数回答）。以
下、「中国経済」（33.7％）が3割超で続き、「原油・素
材価格（上昇）」（25.7％）、「消費税制」（23.1％）、「米国経済」（21.6％）が続いた。

　景気回復のために必要な政策、「個人消費の拡大策」が38.6％（複数回答）と4割近くにのぼり、トップとなった。次い
で、「人手不足の解消」（35.7％）、「所得の増加」（30.3％）、「年金問題の解決（将来不安の解消）」（28.8％）、「雇用対
策」（26.7％）が続いた。他方、災害に対する政策を重視している企業もみられた。

　2019年の景気動向は前年に引き続き厳しさが増す結果となった。2020年の景気見通しも1年前より厳しい見方を強
めている様子がうかがえる。減速しつつある経済を再び上向かせるためには、政府は消費増税後の個人消費改善策や人
手不足の解消、海外経済のリスクに対応した政策を進めることが重要となろう。
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　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲7とな
り、前期（7～9月期）と比較して2ポイントの悪化となった。
「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で3ポイント
の上昇、「売上」、「資金繰り」で2ポイント、「収益」で7ポイン
トの悪化、「設備」で2ポイントの減少となる。
　来期（1月～3月）は「資金繰り」で横ばい、「業況」、「売上」

で5ポイント「収益」で1ポイントの悪化、「販売・請負・料金
価格」で6ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下
降、「設備」で1ポイントの減少を予想している。
　全体的には、前期（7～9月期）と比較して景況感は若干
の悪化となり、来期の見通しについても下降傾向を予想し
ている。
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総 合
SOUGOU

総
合

総
合

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲7
（▲2）

来期予想
▲12
（▲5）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

「業況 DI」推移

上昇 変わらず 下降

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

12.0 72.1 15.9

8.7 70.3 21.0

11.0 67.0 22.0収
益

当 期
▲11
（▲7）

来期予想
▲12
（▲1）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

7.0 87.4 5.6

4.7 88.3 7.0

10.7 83.0 6.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
4

（+3）

来期予想
▲2
（▲6）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

18.8 77.5 3.7

14.4 81.9 3.7

21.9 74.4 3.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
18
（+3）

来期予想
11

（▲7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

6.6 83.4 10.0

6.0 83.3 10.7

80.7 12.0
資
金
繰
り

当 期
▲5
（▲2）

来期予想
▲5
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

12.0 71.0 17.0

10.0 68.3 21.7

12.3 68.0 19.7業
況

当 期
▲7
（▲2）

来期予想
▲12
（▲5）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

14.3 69.8 15.9

10.3 70.4 19.3

17.7 61.0 21.3売
上

当 期
▲4
（▲2）

来期予想
▲9
（▲5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

1.9 88.9 8.9

1.9 86.6 11.5

1.9 87.4 10.7設
備

当 期
▲9
（▲2）

来期予想
▲10
（▲1）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　鋳造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲3とな
り、前期（7～9月期）と比較して横ばいとなった。「販売・請
負・料金価格」で3ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」、
「設備」で横ばい、「売上」で10ポイント、「収益」で7ポイン
ト、「資金繰り」で4ポイントの悪化となる。
　来期（1～3月期）は、「売上」で3ポイントの改善、「資金

繰り」、「設備」で横ばい、「業況」で4ポイント、「収益」で7ポ
イントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価
格」で3ポイントの下降を予想している。
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鋳造業
CHUZOU-GYOU

鋳
造
業

鋳
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
▲3
（0）

来期予想
▲7
（▲4）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

10.3 86.3 3.4

93.1 6.9

3.4 93.2 3.4収
益

当 期
0

（▲7）

来期予想
▲7
（▲7）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月 100.0

100.0

96.63.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
3

（+3）

来期予想
0

（▲3）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

10.3 10.379.4

3.4 6.989.7

6.9 6.986.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
0
（0）

来期予想
▲3
（▲3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

17.2 72.5 10.3

82.8 6.910.3

13.8 75.9 10.3
資
金
繰
り

当 期
3

（▲4）

来期予想
3
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

13.8 69.0 17.2

6.9 79.3 13.8

10.3 75.9 13.8業
況

当 期
▲3
（0）

来期予想
▲7
（▲4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

17.2 75.9 6.9

10.3 82.8 6.9

13.8 72.4 13.8売
上

当 期
0

（▲10）

来期予想
3

（+3）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

93.1 6.9

93.1

93.1設
備

当 期
▲7
（0）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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6.9
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　機械製造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは0とな
り、前期（7～9月期）と比較して8ポイントの悪化となった。
「設備」で5ポイントの改善、「売上」で6ポイント、「収益」で
14ポイント、「資金繰り」で7ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの
下降となる。

　来期（1～3月期）は、「収益」で3ポイント、「資金繰り」で2
ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業況」で8ポイント、「売
上」で5ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で6ポイン
ト、「原材料・仕入価格」で3ポイントの下降を予想している。
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機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

機
械
製
造
業

機
械
製
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
0

（▲8）

来期予想
▲8
（▲8）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

18.4 65.8 15.8

15.8 60.5 23.7

10.5 68.4 21.1収
益

当 期
▲11
（▲14）

来期予想
▲8
（+3）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

5.35.3 89.4

2.6 13.284.2

84.25.3 10.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲5
（▲5）

来期予想
▲11
（▲6）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

18.4 81.6

10.5 2.686.9

13.2 2.684.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
11

（▲7）

来期予想
8

（▲3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

5.3 78.9 15.8

2.6 79.0 18.4

2.6 76.3 21.1
資
金
繰
り

当 期
▲18
（▲7）

来期予想
▲16
（+2）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

23.7 60.5 15.8

18.4 55.3 26.3

21.1 57.8 21.1業
況

当 期
0

（▲8）

来期予想
▲8
（▲8）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

18.4 65.8 15.8

15.8 60.5 23.7

18.4 60.5 21.1売
上

当 期
▲3
（▲6）

来期予想
▲8
（▲5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

78.9 21.1

79.0 18.42.6

79.0 18.42.6設
備

当 期
▲16
（+5）

来期予想
▲16
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲15とな
り、前期（7～9月期）と比較して8ポイントの悪化となった。
「売上」、「資金繰り」で7ポイント、「収益」で3ポントの悪化、
「販売・請負・料金価格」で12ポイント、「原材料・仕入価格」
で4ポイントの下降、「設備」で4ポイントの減少となる。
　来期（1～3月期）は、「設備」で横ばい、「業況」で15ポイ

ント、「売上」で22ポイント、「収益」で19ポイント、「資金繰
り」で4ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で11ポイ
ント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想してい
る。
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卸売業
OROSHIURI -GYOU

卸
売
業

卸
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲15
（▲8）

来期予想
▲30
（▲15）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

18.5 66.7 14.8

3.7 66.7 29.6

18.5 55.6 25.9収
益

当 期
▲7
（▲3）

来期予想
▲26
（▲19）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

18.5 74.1 7.4

3.7 88.9 7.4

14.8 77.8 7.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
7

（▲12）

来期予想
▲4

（▲11）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

29.6 70.4

22.2 74.1 3.7

29.6 66.7 3.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
26

（▲4）

来期予想
19

（▲7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

88.9 11.1

81.5 14.83.7

85.2 11.13.7
資
金
繰
り

当 期
▲7
（▲7）

来期予想
▲11
（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

14.8 63.0 22.2

7.4 55.6 37.0

14.8 55.6 29.6業
況

当 期
▲15
（▲8）

来期予想
▲30
（▲15）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

22.2 66.7 11.1

3.7 59.3 37.0

18.5 51.9 29.6売
上

当 期
▲11
（▲7）

来期予想
▲33
（▲22）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

92.6 3.73.7

3.7 88.9 7.4

88.93.7 7.4設
備

当 期
▲4
（▲4）

来期予想
▲4
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲18とな
り、前期（7～9月期）と比較して7ポイントの改善となった。
「売上」で5ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で16
ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの上昇、「収
益」で横ばい、「資金繰り」で10ポイントの悪化、「設備」で5
ポイントの減少となる。

　来期（1～3月期）は、「売上」で2ポイント、「収益」で5ポ
イント、「資金繰り」で7ポイントの改善、「販売・請負・料金
価格」、「設備」で横ばい、「業況」で2ポイントの悪化、「原材
料・仕入価格」で5ポイントの下降を予想している。

10 11

小売業
KOURI-GYOU

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲18
（+7）

来期予想
▲20
（▲2）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

7.5 67.5 25.0

10.0 67.5 22.5

12.5 57.5 30.0収
益

当 期
▲18
（0）

来期予想
▲13
（+5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

7.5 82.5 10.0

17.5 5.077.5

17.5 77.5 5.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
13

（+16）

来期予想
13
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

22.5 72.5 5.0

27.5 67.5 5.0

32.5 62.5 5.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
28

（+10）

来期予想
23

（▲5）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

80.0 15.05.0

82.52.5 15.0

75.0 22.52.5
資
金
繰
り

当 期
▲20
（▲10）

来期予想
▲13
（+7）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

10.0 55.0 35.0

10.0 60.0 30.0

12.5 57.5 30.0業
況

当 期
▲18
（+7）

来期予想
▲20
（▲2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

15.0 55.0 30.0

7.5 77.5 15.0

17.5 55.0 27.5売
上

当 期
▲10
（+5）

来期予想
▲8
（+2）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

92.5 7.5

87.5 12.5

87.5 12.5設
備

当 期
▲13
（▲5）

来期予想
▲13
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

小
売
業

小
売
業
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AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期（10～12月期）の業況判断DIは2となり、
前期（7～9月期）と比較して4ポイントの改善となった。「売
上」で20ポイント、「収益」で5ポイント、「資金繰り」で7ポ
イントの改善、「販売・請負・料金価格」で9ポイントの上
昇、「原材料・仕入価格」、「設備」で横ばいとなる。
　来期（1～3月期）は「資金繰り」で2ポイントの改善、「業

況」で9ポイント、「売上」で29ポイント、「収益」で12ポイン
トの悪化、「販売・請負・料金価格」で15ポイント「原材料・
仕入価格」で13ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減
少を予想している。

12 13

建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
2

（+4）

来期予想
▲7
（▲9）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

8.9 73.3 17.8

4.4 75.6 20.0

11.1 73.3 15.6収
益

当 期
▲4
（+5）

来期予想
▲16
（▲12）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

8.9 4.486.7

4.4 88.9 6.7

17.8 77.8 4.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
13
（+9）

来期予想
▲2

（▲15）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

26.7 71.1

11.1 88.9

2.2

24.4 75.6

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
24
（0）

来期予想
11

（▲13）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

80.0 15.6

4.4 88.9 6.7

82.2 11.1
資
金
繰
り

当 期
▲4
（+7）

来期予想
▲2
（+2）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

11.1 75.6 13.3

6.7 80.0 13.3

11.1 80.0 8.9業
況

当 期
2

（+4）

来期予想
▲7
（▲9）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

13.3 71.1 15.6

6.7 75.5 17.8

28.9 60.0 11.1売
上

当 期
18

（+20）

来期予想
▲11
（▲29）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 7～9月

当期
2019 年 10～12 月

来期
2020 年 1～3月

90.9 6.82.3

93.3

95.5 4.5設
備

当 期
▲5
（0）

来期予想
▲7
（▲2）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

6.7

4.4

6.7

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲13と
なり、前期（7～9月期）と比較して6ポイントの悪化となっ
た。「原材料・仕入価格」で13ポイントの上昇、「売上」で30
ポイント、「収益」で24ポイント、「資金繰り」で3ポイントの
悪化、「販売・請負・料金価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で6ポイント、「売上」で16ポ

イント、「収益」で17ポイントの改善、「販売・請負・料金価
格」で13ポイント、「原材料・仕入価格」で17ポイントの下
降、「資金繰り」で4ポイントの悪化を予想している。

14 15

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
▲13
（▲6）

来期予想
▲7
（+6）

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

10.0 76.7 13.3

13.3 63.4 23.3

3.3 66.7 30.0収
益

当 期
▲27
（▲24）

来期予想
▲10
（+17）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

6.7 13.380.0

76.7 23.3

13.3 23.363.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲10
（▲3）

来期予想
▲23
（▲13）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 6.780.0

13.3 76.7 10.0

30.0 10.060.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
20

（+13）

来期予想
3

（▲17）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

3.3 3.393.4

10.0 73.3 16.7

10.0 13.376.7
資
金
繰
り

当 期
▲3
（▲3）

来期予想
▲7
（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

6.7 80.0 13.3

10.0 73.3 16.7

6.7 73.3 20.0業
況

当 期
▲13
（▲6）

来期予想
▲7
（+6）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 80.0 6.7

10.0 73.3 16.7

6.7 63.3 30.0売
上

当 期
▲23
（▲30）

来期予想
▲7

（+16）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

サービス業
　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲2と
なり、前期（7～9月期）と比較して4ポイントの悪化となっ
た。「販売・請負・料金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価
格」で8ポイントの上昇、「資金繰り」で10ポイントの改善、
「売上」で5ポイント、「収益」で12ポイントの悪化、「設備」
で9ポイントの減少となる。

　来期（1～3月期）は「業況」で4ポイントの改善、「収益」、
「設備」で横ばい、「売上」で7ポイント、「資金繰り」で5ポイ
ントの悪化、「販売・請負・料金価格」で7ポイント、「原材
料・仕入価格」で8ポイントの悪化を予想している。

16 17

SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲2
（▲4）

来期予想
2

（＋4）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

16.3 72.1 11.6

11.6 69.8 18.6

14.0 65.1 20.9収
益

当 期
▲7

（▲12）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

7.0 93.0

95.34.7

11.6 88.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
12
（+5）

来期予想
5

（▲7）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

9.8 2.487.8

7.3 92.7

14.6 85.4

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
15
（+8）

来期予想
7

（▲8）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

11.6 79.1 9.3

11.6 83.7 4.7

16.3 79.0 4.7
資
金
繰
り

当 期
12

（+10）

来期予想
7

（▲5）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

9.3 83.7 7.0

14.0 74.4 11.6

11.6 74.4 14.0業
況

当 期
▲2
（▲4）

来期予想
2

（＋4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

18.6 67.4 14.0

11.6 69.8 18.6

18.6 62.8 18.6売
上

当 期
0

（▲5）

来期予想
▲7
（▲7）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

90.7 7.02.3

86.1 11.62.3

86.1 11.62.3設
備

当 期
▲9
（▲9）

来期予想
▲9
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

2019 年 7～9月

2019 年 10～12 月

2020 年 1～3月

「業況 DI」推移
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18

特別調査

2020年（令和2年）の経営見通し

経営上の問題点と当面の重点経営施策

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

大手との競争激化

値下げ要請

原材料高

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

輸入品との競争激化
（%）

2019 年   6 月
2019 年   9 月
2019 年 12月

2019年   6 月
2019 年   9 月
2019 年 12月

経営上の問題点集計結果（全業種） 当面の重点経営施策（全業種）

•彫刻のモニュメントや街灯など鋳物装飾品を受注生産しており、あまり景気には左右されない。当社のよう
な技術を有する競合先が少ない為、当面変化はないと考えている。
•オリンピックを前に道路工事を控える為、東京都が水道管の発注制限をしており、来年まで減収・減益が続
く見込み。
•大型台風により福島工場が浸水した為、設備資金、運転資金ともに借入が見込まれる。
•2ヶ月前に取引先の不渡りがあり、影響を受けた同業者も多かった。今後は景気の落ち込みも見込まれ、
信用情報が大切になってくると同業者間で話題になっている。
•大型台風により取引先が被災した為、12月から減産。受注回復の目処が立っておらず、来年は10%～20%
の減収を見込んでいる。
•当社がメインで取り扱っている素材の塩化ビニルに対してヨーロッパで使用規制がかかり、今後の影響を懸
念する。
•高齢で廃業する同業者が多く、その取引先の受皿になっていることもあり、受注状況に変わりはない。
•夏場以降、鋼材価格が下降している。仕入から販売まで2ヶ月程度の時間差があり、価格が上昇すると利幅
が多く、下降すると少なくなる為、この傾向が続くのは困る。
•介護保険料の見直しが増収につながっている。
•今年は改元、消費税率引上のおかけでシステム販売等忙しく、増収・増益となったが、来年は一段落する影
響で減収・減益を見込んでいる。

【 鋳 造 業 】

【鋳 鉄 管 製 造 業】

【金 型 製 造 業】
【機 械 製 造 業】

【歯車・旋盤加工品製造業】

【塩化ビニール・革製品製造業】

【プラスチック製造業】
【鋳造製品販売業】

【介護用品レンタル業】
【システム開発・販売業】

《 特別調査　調査員コメント》
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貴社では、2020年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えください。問1.

貴社では、2020年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。問2.

見通しより良い影響

①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通

⑤やや悪い
⑥悪い

⑦非常に悪い

①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通

⑤やや悪い
⑥悪い

⑦非常に悪い

貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えくだ
さい。

問4.

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超

⑦業況改善の見通しは立たない

10 月以降の貴社の経営は、消費税率引上げ前の見通しと比べて、どのような影響を受けていますか。受けている
影響とその理由について、最も当てはまるものを 1つ選んでお答えください。

問5.

①ポイント還元制度
②食品等の軽減税率

③自動車・住宅等の各種税制優遇措置
④特需の発生
⑤その他

2020年において貴社の売上額の伸び率は、2019年に比べておおよそどのくらいになると見通していますか。
次の中から 1つ選んでお答えください。

問3.

①30％以上の増加
②20～ 29％の増加
③10～ 19％の増加
④10％未満の増加

⑤変わらない
⑥10％未満の減少
⑦10～ 19％の減少
⑧20～ 29％の減少
⑨30％以上の減少

0.3％
2.0％

8.3％
42.9％

33.2％
12.3％

1.0％

0.3％
1.3％
4.7％

60.8％
26.3％

5.7％
1.0％

0.7％
1.0％
3.0％

15.6％
53.2％

19.6％
6.3％

0.3％
0.3％

11.0％
9.0％

13.0％
7.0％
6.0％

13.0％
40.9％

0.3％
0.0％
1.0％
0.0％
0.7％

見通しより悪い影響 ⑦売上の減少
⑧利幅の縮小

⑨事務負担の増加
⓪その他

12.0％
9.3％

1.7％
0.0％

見通しと変わらない ⑥変わらない 74.4％



　　　　トピックス

　当金庫の事業承継支援が「信用金庫新聞」（2019年4月1日号）に掲載されたことをきっかけに、2019年10月3日
（木）から4日（金）にかけて、信金中金　南九州支店（熊本市）で開催された標記研究会において、当金庫の取り組みを発
表いたしました。
　この研究会は、南九州信用金庫協会に加盟している14信用金庫の事業承継担当者19名が参加して行われ、「事業承
継診断の工夫と外部機関の活用」をテーマに、当金庫の地域振興部職員2名が講演を行いました。
　参加者からは、「事業承継アンケートの徴求から具体的な支援までのマニュアルの有無」や「M＆A仲介会社との連携・
活用」、「営業店の業績評価にどのように反映させているのか」といった質問が多数あり、事業承継に対する関心の高さ
が窺えました。

南九州信用金庫協会主催「事業承継研究会」において、
当金庫の事業承継支援について講演を行いました

「第26回地域貢献セミナー」を開催しました

中小機構 関東本部主催「支援者向け事業承継研修」で
当金庫の事業承継支援の取り組みについて発表しました

「川口市市産品フェア2019」が開催されました
　2019年10月25日（金）から27日（日）の3日間にわたり、彩の国ビジュアルプラザ（SKIPシティ）において「川口市市
産品フェア2019」が開催され、延べ3万人を超える来場者がありました。今回で5回目となる当フェアは、川口市内の製
造業や緑化産業等で生産される製品およびその他サービス等を広く市内外に発信することで、市内企業の販路拡大と
発展を図り、ひいては地域経済の活性化につなげるべく2015年から毎年開催されております。
　今年も“知ろう・使おう・広げよう”をテーマに、127の企業・団体（内、当金庫取引先58先）が出展しました。
　各ブースでは、出展者が自社の技術や製品などを分かりやすく展示し、新たな商機の場としてアピールされていまし
た。当金庫も実行委員会構成団体を務め、市内の他金融機関とともに出展し、各種金融商品・サービスの紹介や相談会
を行いました。また、金融機関合同イベントとして、ビンゴゲーム・札勘ゲーム・金融クイズ大会等も開催しました。ご家族
連れの来場者にたいへん喜ばれ、3日間で約300名に参加していただく大盛況の催しとなりました。 「地域安全マップ」の作製を支援しました

　標記研修が2019年12月6日（金）に東
京都内で開催されました。研修には、中小
機構　関東本部管内10県の弁護士、公認
会計士や金融機関など事業承継に関する
支援者210人が参加し、事業承継コーディ
ネーターによる講義やパネルディスカッ
ションが実施されました。
　パネルディスカッションでは当金庫職員がパネラーとして登壇し、当金庫の支援の取り組みが取引先との信頼関係構築に
つながっていること、中小機構の専門家派遣が当金庫職員にとって貴重なOJTの機会となっていることなどを発表いたしま
した。
　当金庫ではこれからも外部支援機関等と連携し、事業承継支援に取り組んで参ります。

　あおしんビジネスクラブ主催の「第26回地域貢
献セミナー」が2019年11月8日（金）に川口駅前
市民ホール「フレンディア」において、ビジネスクラブ
会員を始めとする230名のお客様に参加していた
だき、開催されました。
　今回のセミナーは「『これからの防災・危機管理』
～個人の備えと組織の対応～」をテーマに、防災シ
ステム研究所　所長　山村武彦氏を講師にお迎えし
て、①令和元年台風15号、台風19号の教訓について、②長期停電に備える知識と知恵について、③命を守る事を優先す
る「スマート防災」について、④突発的大規模地震に備えることについて、⑤大規模災害に備える、実践的防災・危機管理
についてなどの講演をしていただきました。
　折しも大型台風が立て続けに日本列島を襲い、甚大な被害が発生したばかりであり、参加者からは災害に備えるために
は何が必要かなど、具体的にアドバイスを頂け、有意義なセミナーであったとの声を多くいただき、たいへん好評でした。

　2019年12月9日（月）に立正大学の小宮信夫教
授の協力を得て、川口市立上青木南小学校におい
て『地域安全マップ』の作製を支援いたしました。
　『地域安全マップ』は、1日の中で、講義、街歩き、
マップ作製、発表等を通じて、楽しみながら児童が
自ら｢危険な場所｣を知り、日々の行動に活かし、犯
罪から身を守ることを目的としており、今回で第11
回目の実施となります。
　当金庫は、「街づくり」「人づくり」が地域貢献であるとの認識のもと、「地域の児童の安全」を願い、今後も支援を継続
していく予定です。
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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